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研究成果の概要（和文）：本研究では、地域の将来設計において、環境共生社会とそこに至るストーリーを共同
構築する手法を導入し、オントロジー工学の技術を援用しながら共同構築する新たな手法を開発することを目的
とした。
　その結果、第一に、現地調査と伝統食材、古写真、未来年表のWSを通して、それぞれの環境共生に向けた地域
のパタンを得た。第二に、環境・サステイナビリティ領域のオントロジーの拡充とともに、地域ストーリーの因
果論理を記述するためのツールを開発した。第三に、地域のパタン同士をオントロジーを介して連携させて個別
ストーリーを統合する手法を検証し、地域のパタンを作成して物語ることによる共同構築手法として提示した。

研究成果の概要（英文）：This research aims at developing collaborative methods for designing 
regional stories towards human and environmental symbiosis based on ontology engineering approach.
   As a result, we first extracted all kinds of regional patterns towards human and environmental 
symbiosis through field surveys and a series of workshops dealing with an indigenous food, old-time 
photographs and a chronology in the future age. Second, we improved the ontology in the field of 
sustainability science and environmental studies, and developed the tools to describe causal logics 
in the regional stories. Third, we assessed the method to integrate individual stories by means of 
linking regional patterns through the ontology, and finally proposed the collaborative design 
methods by which all kinds of stakeholders built regional patterns and told stories.

研究分野：環境計画、知識デザイン

キーワード： 地域ストーリー　環境共生　対話　共同構築　知識デザイン　オントロジー　過去と未来の融合

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
・生活の中で紡ぎ出された地域の見かたを、自らの手で提示するための表現手段を提供する。
・知識から実際の行動へとガイドする地域社会にとっての「手順書」の作成方法が明らかになる。本研究で提示
する手法は、これまで目的―手段関係で表現されていた計画やロードマップを補完するものである。本手法と政
策・計画の過程との連携により、これまで削られてきた倫理・審美の側面を含めた計画の再現性の確保が実現す
る。
・オントロジーを用いた本手法の確立により、非参加者であっても納得に至るだけの議論の文脈の再現性を確保
し、反映されなかった点についても、地域社会で共有することができる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
地球規模の気候変動をはじめ未来の不確実性を伴った問題による影響が顕在化する中、地域
社会はこれらの対処に向けてどのような生活世界を築いていけばよいのか。行政の現場では環
境基本計画の進行管理や更新の過程への市民参加が進むとともに、将来ビジョンの提案に向け
た市民参画が積極的に行われるようになっている。一方、政策立案を支援する領域では、将来シ
ナリオに基づく政策提案が IPCC、国立環境研究所など国内外で行われている。 
しかしながら、これらの知識から行動へとガイドする地域社会にとっての「手順書」が無い。
これが、本研究の問題意識である。近年は、持続可能な地球社会を議論するための研究のあり方
そのものへの問い直しが進められており、問題解決を行う Transdisciplinary（超学際）のアプ
ローチとして、人びとが受け入れられるデザインを共同で生産することが主張されている（立本
（2013））。ところが、社会デザインの手法として、ビジョンは静止画的であり、シナリオは手段
的なものにとどまっている。価値観や精神性を包括した形での新たな手法が必要である。 
では、持続可能社会の姿とそこへのプロセスを、人間が見出している様々な価値を包括しなが
ら共同で将来設計をしていくためには、どのような方法論を構築すべきか。本研究では、時間の
流れを追うことが可能で包括性の高いデザインの手段として、像とプロセスをストーリー（叙述
的な記述、物語的記述）として記述することに焦点を当てる（図１）。そのストーリーは、荒唐
無稽なものであってはならない。過去の経緯と将来の目標に根ざしたものであり、かつ地域社会
で共有すべきものとして認められるプロセスを経る必要がある。なかでも環境共生の側面は、地
球規模の不確実性をどう捉えるかで、意思決定が左右されやすい。 
以上を踏まえ本研究では、気候変動や少子高齢化といった持続可能性の課題を現実的に解決
する方策を含みながら、地域の環境共生を表現するストーリーを共同構築することに着目する。
共同構築にあたっては、誰もが参照可能でありながら、少なくともストーリーの対象地区では共
同構築への参加者、非参加者の区別なく誰もが納得できる、「辞書」「文法書」さらには「文章の
書き方指南書」に相当する共通の道具が必要である。これを利用することで、再現性の確保を果
たすことができ、制度的側面および手続き的側面からの評
価に耐えられるからである。 
本研究では、このような機能を果たし得る道具として、
「オントロジー工学」の手法に着目する。「オントロジー」
とは、元々、哲学の用語で、「存在に関する体系的な理論」
のことであり、オントロジー工学は、これを計算機が理解
可能な形式で表現することで工学的に応用していこうと
する知識工学の手法である。 
 
２．研究の目的 
本研究は、地域の将来設計において、環境共生社会とそこに至るストーリーを共同構築する手
法を導入し、オントロジー工学の技術を援用しながら共同構築する新たな手法を開発する。 
 
３．研究の方法 
(1) 研究の手順 
オントロジーを用いた環境共生への地域ストーリーの共同構築手法の開発に向けて、[1]現地
調査、[2]ワークショップ（以下、WS）実施、[3]オントロジー構築を有機的に連携させながら開
発を進める。 
行う作業は、(1)地域のエピソードとパタン抽出のための現地調査と WSの実施、(2)連続 WS を
通じて得られたストーリー統合の視点の抽出、(3)オントロジーを用いた地域ストーリーとして
の統合可能性評価の三点である。(2)では、[2]の連続 WS での対話の考察から、個別のエピソー
ドとパタンを統合して、1つの地域ストーリーとして統合的に理解するための視点を明らかにす
る。(3)では、特に、地域ストーリーを構成する知識の階層が実際に横断し得るかを評価するこ
とにより、1つの地域ストーリーとして統合され得るかを明らかにする。 
 
(2) 地域ストーリー構築で用いる知識の構造化 
地域ストーリーを構成する知識の階層を、「地域エピソード層」、「地域パタン層」、「オントロ
ジー層」の三層に分けて議論する（図２）。「地域エピソード」は、個別具体の内容・対象につい
てのエピソードを、「地域パタン」は、それらエピソードの類型を指す。これに対して、オント
ロジーは、一般的な関係を記述する。それゆえに、個別の地域エピソード、地域パタンがオント
ロジーを参照することで、「個別－一般－個別」の連携を実現することができる。 
地域パタンには、各人・各主体の個性が反映される。これに対して、オントロジーは一般的な
関係のパタンに過ぎず、実際のストーリ
ーではない。また、オントロジーが用意す
るのは、課題、ゴール（未来像）、解決行
為に関する概念である。しかし、それら
が、実際の文脈でどのような意味を持つ
かは、地域パタン層と地域エピソード層
で説明される。このような点から、個々の

図１ 研究の対象 

図２ 地域ストーリーを構成する知識の階層 



エピソードとパタンで用いられている語彙を、オントロジーを介して連携させながら、課題－目
標－解決策の因果論理を記述するツールの開発を行うことした。 
なお、今回は研究代表者・分担者が「地域パタン」として整理したものを使用するが、本来は、
様々な立場の人が作成すると作り手の個性も併せて表明できる。各々にとっての地域パタン生
成のための企画の設計、方法論の提示が今後の課題である。 
 
(3) 対象事例 
事例対象地は、滋賀県高島市朽木地域である。選定理由は、かつて林業で栄え、筏流し、木工
芸、シコブチ信仰と様々な特性を有するが、過疎少子高齢化が進んでおり、移動や医療・福祉の
問題が喫緊の課題としてある中、自然・文化の両面からなる豊富な地域資源の地域づくりへの活
用が課題となっている点に因る。 
 
４．研究成果 
(1) 地域のエピソードとパタン抽出のための現地調査と WS の実施 
① 哲学対話の手法に基づく対話型 WS の実施（平成 27、28、30 年度） 
東京大学大学院総合文化研究科の梶谷真司教授の協力を得て、平成 27 年度は一般と中学生を
対象にそれぞれ 2回ずつ、28 年度に一般を対象に 2回実施した。さらに、平成 30 年度に中学校
の総合学習の中で朽木の未来を考える際に、中学生と地域住民が参加する形で実施した。 
 
② へしこを題材とした対話型 WSの実施（平成 27年度） 
 朽木地域の名産である「へしこ」を題材とした WS の発現録に対してテキストマイニングを実
施し、話し合われた内容や話題の流れを把握することでへしこの価値がどのように捉えられて
いるかを明らかにするとともに WSの効果を考察した。 
その結果、朽木地域においてへしこの持つ 3 つの価値は次のように捉えられていることを明
らかにすることができた。まず食料としては、伝統的な食材という認識を持っていたが，伝統的
な調理法にとどまらず新たな調理法を採り入れることにも積極的であり、次の世代に伝えてい
きたいという思いがあることがわかった。また、災害時の保存食という新たな価値を見いだして
いる参加者も存在した。次に、技術については嗜好や社会状況の変化によってその漬け方も工夫
されており、家族や消費者に受け入れられるよう変化してきたことがわかった。最後に、コミュ
ニケーションツールとしての価値は，現在も強く残っていることがわかった。WS の対話ではへ
しこの漬け方に加えて、調理法に関する話題も多く挙がった。 
また、朽木地域を意識した生活や活動の話題に広がったり、多くの参加者が多様な人が集まる
場の重要性や今後取り組みたい活動に言及したりしており，視野が広がって地域のことを考え
議論するきっかけにもなったと考えられる。さらに，所属する団体の他のメンバーから誘いを受
けて参加した参加者や WSに参加してつながりが広がったという参加者も存在していた。 
 
③ 古写真にかかわる現地調査と WSの実施（平成 28年度） 
朽木地域にかかわる古写真を用いて過去と現在の比較に適したトピックを抽出し、これに基
づいた連続 WSを実施して将来像の探索を行い、その考察を通して以下の三点を明らかにした。 
 第一に、古写真収集と現地調査を通して、対象地域で収集された古写真の傾向を把握しつつ、
古写真を起点に過去と現在を比較しながら考えることに適したトピックを、もの・こと、人工物・
自然物を問わず抽出することができた。 
 第二に、古写真 WSは、結果的に「変化を理解する段階」と「将来を選択する段階」の 2段階
で進められた。「変化を理解する段階」では、地域と自分自身の過去を振り返ることを通して、
個別具体の経験情報が提供・共有された。また、現地に赴いた方の企画では、将来を眼差した気
づきや疑問が示された。一方、「将来を選択する段階」では、未来を生きる他者に働きかけるこ
とを通して、やや一般化された情報が提供・共有された。将来を選択するという題材は、語りの
内容を一般的なものにしやすいがゆえに、所属コミュニティや個人的な関係を一旦脇に置きや
すくなる。このような過程から古写真が表し得ることを示すことができた。 
第三に、未来像表現において個別具体と一般性を分けるのは、今生きている身近な他者がつな
ぐ他者として存在する過去／未来か、存在しない過去／未来かであることが考察された。これに
基づいて 4象限からなる古写真 WSのプログラム構成の枠組を提示した。 
 以上から、古写真を用いて過去から現在への変化を辿った上で未来を考えることにより、現在
を相対化しながら未来を構想し得ること、その内容は、つなぐ他者の有無により具体－一般の程
度が明らかになること、これらの理解に即した未来像表現のプログラムがあり得ることを明ら
かにした。 
 
④ 地域で活動する住民等のグループへの聞き取り調査の実施（平成 29 年度） 
住民等の活動グループ 12件延べ 55人に対して聞き取り調査を行った。質問項目は、[1]活動
をとおしてめざしていること、[2]現在の活動、[3]解決したい地域の課題、[4]朽木地域の将来
イメージ、[5]朽木らしいエピソードである。 
本調査を通して、現在の地域課題と未来像を把握するとともに、地域のエピソードとパタンを
抽出した。表１に調査から得られた地域のエピソードとパタンを抜粋する。 



 
表１ 聞き取り調査から得られた地域のエピソードとパタン（抜粋） 

地域エピソード 地域パタンの例 
・水路．暮らしの中に水の流れがある． 
・普請がすごく多い．水路の掃除．草刈り．基準が厳しい．だからきれい． 水と普請 

・（針畑への観光は）中型バスでちょこちょこくるのが 1番いい． 
・誰かが（里山に）関わらなくなったら，誰でも入れる山になってしまう．責任をもってここにかか
わる人がいないといけない．山の風景はどんどん変わると思うけど． 

景観の要素と人々の
結びつき 

 
⑤ 対話型 WS による未来年
表の作成 
未来年表の形式にする
と、時間の前後関係を含む
ことができる。そこで、朽木
地域の未来の物語を考える
ための対話型WSを全4回シ
リーズで設計し、未来年表
を作成した（図３）。 
 ここで示された「ゴール」
の地域エピソードから「炭
焼きについての活動面・技
術面での自立」「丸八百貨店
の継承」等の地域パタンを
抽出した。 
 
(2) 連続 WS を通じて得られたストーリー統合の視点の抽出 
① 伝統食材を起点とするストーリーは家庭から地域へ展開 
へしこを題材とした対話型 WS では、回が進む過程で、漬け方やその調理法、その他の発酵食
品などへしこに直接関連する技術に関する話題から、取り組んでいる活動や人と人との関わり
のあり方などへしこを取り巻く地域の現状や課題、理想についての話題へと移行していること
が確認された。 
 
② 古写真を起点とするストーリーは知識の受け手と「つなぐ他者」の存在に応じて展開する 
古写真から得られる知識の内容は、参加者が生きた年代によって定まる。すなわち、同じ古写
真でも捉えられる意味、共感のしかたが変わり得る。世代や経験が異なる場合に、古写真から読
み取れたことを他者と共感を伴った形で共有するかが、課題となる。 
特に、自分の祖父母／子どもや一緒に仕事をしている年長／年少の者など、今生きている身近
な他者がいる未来の世界は、語り手にとっての個別具体の世界として想像しやすく、また表現し
やすい世界である。これに対して、このような「つなぐ他者」がいない未来は、将来の仮想性が
高まった結果として、一般的な理解の元で、目標イメージ等を問うに至ることが示唆された。 
 
③ 未来年表で示された現在時点の「行為のゴール」と未来時点の「状態のゴール」 
未来年表作成の過程では、現在において必要な取り組みを定めた上で、5年後、10 年後、20 年
後にどんな朽木になっているかを出し合った。このとき、「今からできること」ことのほとんど
は、「～する」という「行為のゴール」に当たるものだったが、5年後以降は、「～なる」という
「状態のゴール」として表現された。 
 
(3) オントロジーを用いた地域ストーリーとしての統合可能性評価 
① オントロジーの拡充 
 社会－生態システムを記述したサステイナビリティ・サイエンス・オントロジーの拡充を行っ
た。特に、水・エネルギー・食料の連環にかかわる概念の追加を行った。 
 
② オントロジーを用いたストーリーの因果論理を記述するツールの開発 
環境・サステイナビリティ領域を対象に、オントロジーの（抽象）概念構造から領域知識間の
因果論理を探索することによる、因果論理構築支援ツールを提案し、開発を行った。支援ツール
開発では、特に以下の二つの機能を実装し、再現と検証を行った。 
第一に、それぞれの立場や専門の人が持つインスタンス（個別）知識の関係性を、オントロジ
ーによる因果論理を介して連携する機能を実装し、再現した。 
第二に、各領域が注目している概念の違いにより問題領域の見え方がどのように変わるのか
を、オントロジーから因果論理を探索・抽出する支援ツールによる可視化を通して確認した。 
 因果論理の探索事例をもとに本支援ツールの機能を評価した後、環境・サステイナビリティ領
域への適用に向けた課題を示した。機能評価では、支援ツールにより生成させた因果論理がスト
ーリーを支える幹となり得るかを評価した。まず、環境・サステイナビリティ領域の既存資料に
ある複数の鍵概念を起点に目標、課題、解決策を探索し、それぞれの鍵概念を起点とするマップ

図３ 完成した未来年表 



を生成させた。次に、マップ間で重複しているノードを抽出して集計し、重複度を求めた。その
次は、目標を起点に課題、解決策を探索した。生成された因果論理のうち、鍵概念を介している
連鎖を抽出し、目標‐課題・解決策関係の記述状況を評価した。最後に、抽出された因果論理を
軸に、楠木（2010）に基づくストーリーの一貫性に関する評価基準に基づいて、領域横断の観点
からストーリーを構築することについて検討した。 
 
③ 地域エピソード－オントロジー－地域パタンの連携によるストーリー統合可能性評価 
オントロジーを用いて、[1]地域パタンと地域エピソードとの関係評価、[2]地域パタン間の関
係評価、[3]潜在的地域パタンの探索可能性評価を行う。 
[1]では、たとえば、住民等の活動グループへの聞き取り調査の結果から得られた「景観の要
素と人々の結びつき」というパタンで用いられている「景観」と「人々」にあたる概念の間に、
エピソードの内容にかかわる概念がマッピングされており、階層に整合性があることが示唆さ
れた。したがって、誰かの地域パタン「景観の要素と人々の結びつき」をもとにしたストーリー
の記述可能性と作成した地域パタンの妥当性と有効性が検証されることが示唆された（図４）。 
 [2]では、たとえば、未来年表の「ゴール」から抽出された「炭焼きについての活動面・技術
面での自立」「丸八百貨店の継承」等の地域パタンについて、パタン間の連鎖をオントロジーで
再現することにより、ストーリーの記述可能
性が検証されることが示唆された。 
[3]では、たとえば、住民等の活動グループ
への聞き取り調査の結果から得られた「水路
と普請」というパタンに関連する「普請－水
路」関係と同じ構造が「普請－農業」関係と
「普請－生態系」関係についても見出され、
水路を起点として同型の広がりがあること
が確認された。このようにして、水路を起点
に普請にかかわる様々なストーリーの記述
可能性が検証されることが示唆された。 
 
 
(4) 結論 
オントロジーを用いた環境共生への地域ストーリーの共同構築手法では、以下の 4 段階を踏
んで実施することとなる。 
第一に、画像アーカイブや聞き取りの内容等のデータセットを独立して整備しつつ、データセ
ット間の語彙連携のためのオントロジーを構築すること。第二に、データに格納されたエピソー
ドを集約して、それぞれの地域パタンを得ること。第三に、特定の対象物（たとえば、食材や方
言など）を起点に展開する対話や展示等・画像の利用を通して得られた反応の連鎖から、ストー
リー統合の視点を得ること。第四に、地域パタンを起点に、オントロジーを介して関連する地域
のエピソードとパタンを見出した上で、ストーリー統合の視点を参照しながら、地域ストーリー
として構築すること。以上が、地域ストーリーの仕様と共同構築の手順である。 
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